
駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第２号） 

 

№1 【地域経済活性化及び需要喚起】 

飲食店プレミアム付き応援チケット発行事業（第１弾） 

予算額 

決算額 

2,350,000 円 

2,341,300 円 

■目的 

飲食店等で使えるプレミアム付きチケット（プレミアム率 43％）を販売し、新型コロナウイルス感染拡大により影響を受けている飲食店等の経営を支援する。 

■実施状況 

市内在住者に対して、駒ヶ根商工会議所に加盟している事業者のうち希望店舗のテイクアウト品で使える、1 セット 5,000 円（1,000 円券×5 枚綴）のチケット

を 3,500 円（プレミアム率 43％）で販売。事業主体は駒ヶ根商工会議所、販売数は 1,300 セット、1 人 2 セット（10,000 円分）まで購入可能【発行規模

6,500 千円】 
 

【決算内訳】 

・プレミアム分 1,941,300 円 

・事務費 420,303 円（内、印刷製本費 303,490 円、広告宣伝費 27,532 円） 
 

■成果 

66 店舗の飲食店が参加。その内 88％の店舗で利用があり、7,800 千円以上の経済効果

があった。8 割以上の事業者が「効果あり」と回答し、テイクアウトメニューは新たなコンテンツとし

て定着した。事業者からは早い時期での実施が良かった、新規の顧客来店に繋がったなどの評

価があった。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 2 年 7 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第２号） 

 

№2 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

駒ヶ根市早太郎温泉施設プレミアム付きチケット等発行事業 

予算額 

決算額 

11,000,000 円 

10,500,000 円 

■目的 

早太郎温泉施設などで使用できるプレミアム付きチケットを販売し、新型コロナウイルス感染拡大により経営が悪化している温泉施設を支援する。 

■実施状況 

市内在住者及び宮田村在住者対象に早太郎温泉の宿泊施設で使える 10,000 円のチケットを 5,000 円で販売。日帰り温泉施設については、5,000 円のチ

ケットを 2,500 円で販売。 
 

【決算内訳】 

早太郎温泉応援チケット事業補助金 10,500,000 円 
 

■成果 

早太郎温泉の温泉施設の経営の維持と利用促進につながった。 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第３号） 

 

№3 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

特別定額給付金事業 

予算額 

決算額 

3,292,600,000 円 

3,272,595,144 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を行う目的として、国民一人 10 万円支給する。 

■実施状況 

給付対象者は、基準日（令和 2 年 4 月 27 日）において、住民基本台帳に記録されている者で、受給権者は、その者の属する世帯の世帯主であり、給付対

象者 1 人につき 10 万円支給する。 
 

【決算内訳】 

・給付金 32,550 人×10 万円 

・事務費 17,595,144 円 
 

■成果 

感染拡大防止に留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を行えた。 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 総務部 総務課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№4 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

県・市町村連携新型コロナウイルス拡大防止協力金・支援金事業 

予算額 

決算額 

18,000,000 円 

18,000,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、長野県からの休業要請に協力した事業者に対し、県と協調して協力金を交付する。 

■実施状況 

市内対象事業者に対して、１事業者につき 30 万円（県 20 万円・市町村 10 万円）を支給する。 
 

【決算内訳】 

・180 事業所×10 万円（市町村協力金分） 
 

■成果 

180 事業所の事業継続のための支援となった。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 2 年 10 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№5 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

多言語版緊急時・防災時ガイドブック作成事業 

予算額 

決算額 

650,000 円 

580,200 円 

■目的 

外国籍市民に対し、新型コロナウイルス感染拡大時や災害時などにおける対処方法や情報提供のための仕組みづくりを行う。 

■実施状況 

市内在住外国籍住民向けに、緊急時及び災害時への準備や対応を要約したガイドブック（5 言語）を作成。web サイトへ掲載。 
 

【決算内訳】 

・デザイン報酬 90 千円 

・やさしい日本語版印刷（600 冊） 99 千円 

・多言語版印刷（5 言語×50 冊） 128.7 千円 

・翻訳業務委託 262.5 千円 
 

■成果 

防災訓練や講座などの機会に、今回作成した緊急時及び災害時への準備や対応を要約した

ガイドブックを用いた、啓発や周知が実現できた。 

■事業期間 令和 2 年 11 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 総務部 企画振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№6 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

介護・障がい福祉サービス事業支援金交付事業 

予算額 

決算額 

4,000,000 円 

3,900,000 円 

■目的 

介護・障がい福祉サービス事業者が安心してサービスが提供できるよう、衛生用品等の購入費を支援する。 

■実施状況 

市内に事業所がある介護及び障がいサービス事業者（28 事業者）に対して、感染予防に必要なマスク、手指消毒用エタノール、エプロン等を購入するための支

援金を交付する。各提供サービス事業数に応じ、１事業者 10 万円～30 万円を交付する。 
 

【決算内訳】 

・20 事業所×10 万円 

・5 事業所×20 万円 

・3 事業所×30 万円 
 

■成果 

介護・障がい福祉サービス事業者（28 事業者）に衛生用品等の購入費を支援した。 

■事業期間 令和 2 年 6 月～令和 2 年 6 月 

■担当部署 民生部 福祉課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№7 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

ひとり親家庭生活支援給付金事業 

予算額 

決算額 

5,600,000 円 

5,600,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による学校休校等の影響で保育負担が増大しているひとり親家庭等の生活を支援する。 

■実施状況 

基準日（R2.4.30）における児童扶養手当受給者に対して別途、対象児童 1 人につき 2 万円を給付 
 

【決算内訳】 

・280 人×2 万円 
 

■成果 

コロナ禍のひとり親家庭の生活を下支えする支援ができた 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 2 年 9 月 

■担当部署 民生部 福祉課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№8 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

農産物直売所休業協力金 

予算額 

決算額 

800,000 円 

800,000 円 

■目的 

農産物直売所は県外や地域外からの来客も多く、新型コロナウイルス拡大防止、従業員の安全確保のため、市の要請により休業した農産物直売所に対し協

力金を交付する。 

■実施状況 

休業した市内の農産物直売所（高原、かっぱ、やまんた、火山）に対して、支援金 20 万円を交付 
 

【決算内訳】 

・4 直売所×20 万円 
 

■成果 

４直売所の事業継続のための支援となった。 

■事業期間 令和 2 年 6 月～令和 2 年 6 月 

■担当部署 産業部 農林課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№9 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

新型コロナウイルス拡大防止協力金等上乗せ支援事業 

予算額 

決算額 

19,100,000 円 

18,700,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、県からの休業要請等に協力した事業者に対して、固定費相当分を支援する。 

■実施状況 

県からの休業要請等に協力して、県・市町村連携 新型コロナウイルス拡大防止協力金等を受給した市内の事業者に対して、家賃又は光熱水費分として１事

業者あたり 10 万円を支援する。 
 

【決算内訳】 

・187 事業所×10 万円 
 

■成果 

187 事業所の事業継続のための支援となった。 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 2 年 10 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№10 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

雇用調整助成金上乗せ補助金 

予算額 

決算額 

10,000,000 円 

6,092,477 円 

■目的 

市内事業所による雇用維持を後押しするため、新型コロナウイルス感染症の影響で一時帰休を実施する企業を対象に、国の雇用調整助成金に上乗せして補

助金を交付 

■実施状況 

要綱に基づき、市内事業所で一時帰休を実施し、国の雇用調整助成金の支給決定を受けた事業所のうち申請のあった者に対して、「雇用調整助成金の支給決

定額」に「雇用調整助成金の助成率に応じた市の補助率（1/8、1/4、1/6）」を乗じた額を補助 
 

【決算内訳】 

・10 件（6 社）に計 6,092,477 円を交付 
 

■成果 

雇用調整助成金の上乗せ支援により、市内事業所の雇用維持を支援できた。 

■事業期間 令和 2 年 6 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№11 【地域経済活性化及び需要喚起】 

つれてってカードポイント上乗せ還元事業  

予算額 

決算額 

1,947,000 円 

1,946,931 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けている市内の飲食・小売事業者のうち、つれてってカード加盟店を支援することで、市内全域で幅広い業種を下

支えする。 

■実施状況 

つれてってカード協同組合市内加盟店（約 100 店）で、つれてってカードのプリペイド機能で支払った利用者に対して、市が 3％・組合が 1%・店舗が 1%を負担

して、合計 5％還元することで、飲食・小売事業者を支援する。 
 

【決算内訳】 

・15,303 件 1,946,931 ポイント 

（7 月：5,293 件 626,499 ポイント、8 月：5,080 件 614,847 件、9 月：4,930 件 705,585 ポイント） 
 

■成果 

プリペイド利用者数・利用金額前年比 13 倍でキャッシュレス化が進んだ。また、つれてってカー

ド購買者数・購買金額も前年比 106％となり売上げの支援策としても大きな効果があった。 

■事業期間 令和 2 年 7 月～令和 2 年 9 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№12 【地域経済活性化及び需要喚起】 

飲食店プレミアム付き応援チケット発行事業（第２弾） 

予算額 

決算額 

6,000,000 円 

5,926,139 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けている市内の飲食業者等に対して、来客者の消費を促して経営を支援する。 

■実施状況 

市内在住者に対して、駒ヶ根商工会議所、駒ヶ根市料芸組合、他３団体に加盟している事業者のうち希望店舗等の店内飲食及びテイクアウト品等で使える、1

セット 5,000 円（500 円券×10 枚綴）のチケットを、4,000 円（プレミアム率 25％）で販売する。事業主体は駒ヶ根商工会議所、販売数は 5,000 セット、

1 人 3 セット（15,000 円分）まで購入可能。【発行規模 25,000 千円】 
 

【決算内訳】 

・プレミアム分 4,974,600 円 

・事務費 951,539 円（内、印刷製本費 514,580 円、広告宣伝費 27,532 円、通信運搬費 34,912 円、手数料 174,111 円） 
 

■成果 

120 店舗の事業者が参加。その内 95％の店舗で利用があり、30,000 千円以上の経済効

果があった。8 割の事業者が「効果あり」と回答し、テイクアウトメニューは新たなコンテンツとして

定着した。また、第 1 弾から間を空けずに実施したことで継続的な効果に繋がったとの評価があ

った。 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 2 年 9 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№13 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

早太郎温泉施設特別支援事業 

予算額 

決算額 

29,000,000 円 

29,000,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症拡大により、特に大きな影響を受けている早太郎温泉施設に対して、事業の継続を支援するために支援金を給付する。 

■実施状況 

早太郎温泉事業協同組合の加盟施設（宿泊施設 8 施設・日帰り温泉施設 3 施設）に対して、温泉配湯量に応じた支援金給付。 
 

【決算内訳】 

・11 施設に計 29,000,000 円を交付 
 

■成果 

早太郎温泉施設の経営維持の支援ができた。 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 2 年 7 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№14 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

新型コロナウイルス感染症対策用物品購入 

予算額 

決算額 

2,000,000 円 

1,151,619 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症拡大時に災害が発生した場合に備え、避難所で必要とする物品を備蓄する。また、医療機関などで感染症対策としてマスク等が必要

となった場合に供給を行う。 

■実施状況 

災害避難拠点施設用必要物品（消毒液・非接触式体温計等）の購入。 

医療機関へ供給するマスク等の購入。 
 

【決算内訳】 

・速乾性手指消毒（100m ﾘｯﾄﾙ 48 本、250m ﾘｯﾄﾙ 75 本、500m ﾘｯﾄﾙ 5 本、1000m ﾘｯﾄﾙ 36 本） 182,094 円 

・消毒用エタノール（5 ﾘｯﾄﾙ入り 5 本） 29,040 円  ・消毒シート（100 枚入り 10 箱） 6,600 円 

・サージカルマスク（13,800 枚） 234,120 円  ・ガウン（10 枚） 14,850 円 

・フェイスシールド（700 枚） 220,000 円  ・非接触式体温計（26 本）313,720 円 

・ペーパタオル（200 枚入り 42 箱） 3,520 円  ・感染対策手袋（100 枚入り 45 箱） 81,675 円 

・酸素濃度測定器（6 台） 66,000 円  
 

■成果 

医療機関等で感染症対策として必要なマスク等の備品について必要量が確保できた。 

■事業期間 令和 2 年 6 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 総務部 危機管理課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№15 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

就学援助費交付世帯学校給食費全額負担事業 

予算額 

決算額 

4,123,000 円 

3,378,311 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染拡大により影響を受けている就学援助費交付対象世帯の学校生活に係る費用を援助し、児童生徒の健全な就学を支援する。 

■実施状況 

就学援助費交付世帯に対して、現在 8 割援助の学校給食費を 10 割負担とする。対象児童生徒：小学生 2,480 千円（221 人）、中学生 1,643 千円

（131 人） 
 

【決算内訳】 

・小学生 214 人 2,075,402 円（年間喫食日数 37,737 日） 

・中学生 125 人 1,302,909 円（年間喫食日数 20,681 日） 
 

■成果 

就学援助費における給食費８割支援が 10 割になったことで、新型コロナウイルスの感染拡大

により影響を受けていた家庭の経済的負担が減少した。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№16 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

GIGA スクール 公立学校情報機器整備費補助金 

予算額 

決算額 

8,250,000 円 

907,500 円 

■目的 

ＧＩＧＡスクールの推進 

■実施状況 

遠隔通信用機器（Ｗｅｂカメラ、マイク等）の購入、ＧＩＧＡスクールサポーター報酬に係る費用に充当 
 

【決算内訳】 

・遠隔通信用機器 54 台 157,300 円 

・サポーター費用 １人 750,200 円 
 

■成果 

GIGA スクール構想推進のための準備と、臨時休校等の時に対応できる体制が整った。 

■事業期間 令和 2 年 10 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第４号） 

 

№17 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

子育て世帯への臨時特別給付金事業 

予算額 

決算額 

43,486,000 円 

43,176,427 円 

■目的 

小学校等の臨時休業等により、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する取り組みのひとつとして、児童手当を受給する世帯

（0 歳～中学生のいる世帯）に対し、臨時特別の給付金（一時金）を支給する。 

■実施状況 

児童手当の令和２年４月分（３月分を含む）の対象となる児童一人につき１万円を支給 
 

【決算内訳】 

・給付金 対象児童数(一般給付 3,728 人＋公務員給付 424 人）×1 万円 

・事務費 1,656,427 円 
 

■成果 

児童手当受給対象世帯に対して、一般受給世帯へは通知方式、公務員受給世帯は申請

方式で、迅速に受給世帯への家計支援を行えた。 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 民生部 市民課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第５号） 

 

№18 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

GIGA スクール 小中学校児童生徒1人 1台端末整備事業 

予算額 

決算額 

173,985,000 円 

112,169,288 円 

■目的 

臨時休校時等にも対応できるよう、児童生徒１人１台のタブレット端末整備を早急に進め、子どもたちの学習環境を整備する。 

■実施状況 

市内小中学校の全児童・生徒に対し、タブレット端末を配付する。 
 

【決算内訳】 

・iPad(小学１・２年生) 391 台 17,195,398 円 

・Chromebook(小学３年生～中学３年生) 2,111 台 94,973,890 円 
 

■成果 

全児童・生徒にタブレット端末を配付できたことにより、臨時休校等の時にも対応できる教育環

境が整った。 

■事業期間 令和 2 年 9 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第５号） 

 

№19 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

GIGA スクール 家庭学習のための通信機器整備支援事業 

予算額 

決算額 

6,642,000 円 

1,829,817 円 

■目的 

臨時休校時等にＩＣＴを活用して子どもたちが家庭でも学習を継続できるように通信環境を整備(Wi-Fi ルーター)する。 

■実施状況 

就学援助費交付世帯で、Wi-Fi 環境が整っていない家庭に対し、Wi-Fi ルーターの貸し出して、臨時休校等の際でも家庭学習を行える環境を整備する。 
 

【決算内訳】 

・183 台 1,829,817 円 
 

■成果 

Wi-Fi ルーターが導入できたことで、家庭学習用の通信環境整備が整い、臨時休校等の際

に、どの家庭でも学習を継続する環境が整った。 

■事業期間 令和 3 年 1 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第５号他） 

 

№20 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

中小企業融資促進事業 

予算額 

決算額 

61,758,000 円 

51,732,079 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症対策制度資金に関わる信用保証料と支払利子に対する補助を行い、事業継続のための支援を行う。 

■実施状況 

市内に居住し、又は、市内に工場・事務所・店舗等を有し、1 年以上継続して事業を営む法人又は個人に対して、制度融資に係る保証料・利子補給を交付。 
 

【決算内訳】 

・信用保証料補助（117 件） 3,424 万円 

・利子補給（77 件） 649 万円 

・利子補給基金積立 1,100 万円 
 

■成果 

融資先 117 事業所の事業継続のための支援となった。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第５号） 

 

№21 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

寄付を活用した感染症対策用品等購入 

予算額 

決算額 

500,000 円 

500,000 円 

■目的 

市内企業２社からの寄付を活用し、市役所など公共施設等へ感染症対策用品を整備し、安全安心の確保を行う。 

■実施状況 

市役所など公共施設の来庁者及び職員向けの、感染拡大防止用消毒液等の購入 
 

【決算内訳】 

・速乾性手指消毒剤（10 ﾘｯﾄﾙ 6 ｹｰｽ）174,240 円 ・手指消毒剤用スプレーボトル（21 本）20,174 円 

・次亜塩素酸水（20 ﾘｯﾄﾙ 3 個、10 ﾘｯﾄﾙ 1 個）68,000 円  ・消毒用ペーパータオル（2 個入り 447 個）81,130 円 

・消毒用手袋（5 個）1,210 円 ・ハンドソープ（4 ﾘｯﾄﾙ 8 個）25,450 円 

・飛沫感染防止用ビニールシート（スタンド 17 個、アルミパイプ 23 本、ビニールシート 66 枚）26,153 円 

・飛沫感染防止シールド（6 枚）52,800 円 ・サーキュレーター（2 台）14,308 円 

・ペーパータオルホルダー（2 個）13,640 円 ・アルコールディスペンサー（2 個） 22,880 円 
 

■成果 

市役所など公共施設等へ感染症対策用品を整備し、安全安心の確保ができた。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 総務部 総務課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第５号） 

 

№22 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

住居確保給付金事業 

予算額 

決算額 

2,801,000 円 

1,130,700 円 

■目的 

新型コロナウイルスの感染拡大等の状況を踏まえ、住居確保給付金の支給要件が緩和されたことに伴い、離職、廃業、休業等による収入減少から住居を失う

おそれが生じている者に対し支給する住居確保給付金の額を拡充する。 

■実施状況 

次の要件を満たす市民に対して、1 人世帯は 31,800 円、2 人世帯は 38,000 円、3 人世帯は 41,300 円を上限に給付金を支給。 

＜支給対象＞◎離職・廃業後 2 年以内の者  ◎給与等を得る機会が当該個人の責に帰すべき理由・当該個人の都合によらないで減少し、離職や廃業と同

程度の状況にある者 

＜支給要件＞◎収入要件…世帯収入額の合計が市民税均等割が非課税となる収入額の 1／12＋家賃額  ◎資産要件…世帯の預貯金の合計額が基準

額を超えないこと  ◎求職活動等要件…誠実かつ熱心に求職活動を行うこと 
 

【決算内訳】 

14 件 1,130,700 円 
 

■成果 

生活が困窮し家賃滞納の可能性のある方の生活を下支えし、新規就労やその他の制度につ

なぐことができた。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 民生部 福祉課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第５号,９号） 

 

№23 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

駒ヶ根高原温泉開発株式会社補助金 

予算額 

決算額 

24,200,000 円 

23,000,000 円 

■目的 

新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、特に大きな事業活動の縮小を余儀なくされている早太郎温泉施設に対し、温泉使用料の減免期間を延長するこ

とにより、温泉施設の経営維持を図る。 

■実施状況 

駒ヶ根高原温泉開発株式会社に対して、温泉使用料減免期間の延長に伴う収入減の補填を行う。 
 

【決算内訳】 

23,000,000 円 
 

■成果 

温泉施設の経営維持を支援できた。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№24 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

小中学校感染症対策強化に係る保健衛生用品等の整備 

（学校保健特別対策事業費補助金） 

予算額 

決算額 

13,482,000 円 

13,481,819 円 

■目的 

市内 5 小学校・2 中学校の感染症対策等を徹底しながら児童生徒の学習保障をするため、保健衛生用品等を整備する。 

■実施状況 

感染症対策等を徹底しながら児童生徒の学習保障をするために、学校長の判断で迅速かつ柔軟に対応することができるよう、学校教育活動再開を支援するため

の保健衛生用品（アルコール、マスク、フェイスシールド、ビニールカーテン、アクリルパーテーション、非接触体温計、サーキュレーター等）を整備 
 

【決算内訳】 

補助事業に要した経費 13,481,819 円（学校保健特別対策事業費補助金 6,694,000 円） 
 

■成果 

コロナ禍における学校運営に必要な物品等を確保することができた。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№25 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

GIGA スクール 小中学校校内通信ネットワーク整備事業 

予算額 

決算額 

52,900,000 円 

33,919,000 円 

■目的 

市内 5 小学校、2 中学校のＧＩＧＡスクールの実現に必要なネットワーク環境を整備する。 

■実施状況 

校内ＬＡＮ、ネットワーク機器・アクセスポイント設定費用、タブレット収納用カート、事務費ほか 
 

【決算内訳】 

・小学校関係 19,605,832 円 

・中学校関係 8,877,547 円 

・市役所サーバー周辺機器整備 5,435,621 円 
 

■成果 

GIGA スクール構想推進のための準備と、臨時休校等の時に対応できる体制が整った。 

■事業期間 令和 2 年 12 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№26 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

公共施設における感染予防対策機器等購入 

予算額 

決算額 

7,125,000 円 

7,096,529 円 

■目的 

市役所など公共施設等へ感染症対策用品を配置･備蓄するとともに、集客施設へのサーモグラフィーの設置や検温の充実を図り、市民の安全安心の確保を行

う。 

■実施状況 

市役所など公共施設等への来庁者及び施設利用者の感染拡大防止のために、次のような感染症対策用品･機器を配置・備蓄する。 

〇総務課…公共施設用サーマルカメラ、感染防止対策用イス  〇企画振興課…公共施設用サーマルカメラ 〇税務課…手指消毒液、アルコールデイスペンサ

ー 〇危機管理課…非接触式体温計、マスク、フェイスゴーグル、手指消毒液、屋根付きファミリールーム  〇地域保健課…フェイスシールド、呼出受信機  〇

農林課…手指消毒液、公共施設用サーマルカメラ  〇商工観光課…公共施設用サーマルカメラ  〇子ども課…非接触式体温計、スポットクーラー  〇社会

教育課…非接触式体温計、フェイスシールド、手指消毒液、アルコールデイスペンサー、公共施設用サーマルカメラ、加湿器 〇議会事務局…飛散防止パネル 
 

【決算内訳】 

非接触式体温計（48 個）775,434 円、フェイスシールド（360 枚）129,910 円、マスク（50 枚）3,542 円、フェイスゴーグル（50 個）100,870

円、手指消毒液（22 本）166,808 円、アルコールデイスペンサー（5 台）39,600 円、呼出受信機（30 個１セット）180,675 円、公共施設用サーマ

ルカメラ（9 台）1,325,500 円、感染防止対策用イス（20 脚）206,800 円、避難所用パーテーション及び屋根（100 個）3,883,000 円、スポットク

ーラー（２台）183,590 円、飛散防止パネル（4 枚）77,000 円、加湿器（1 台）23,800 円 
 

■成果 

市役所など公共施設等へ感染症対策用品を配置･備蓄するとともに、集客施設へのサーモグ

ラフィーの設置や検温の充実を図ったことにより、市民の安全安心の確保ができた。 

■事業期間 令和 2 年 8 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 総務部 総務課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№27 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

ふるさと駒ヶ根学生応援便事業 

予算額 

決算額 

4,000,000 円 

2,516,800 円 

■目的 

新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、県外に居住する学生の皆さんが夏休みに向けて帰省を自粛する中で、市の特産品を詰め合わせた生活支援応援便

を届ける。 

■実施状況 

市出身で県外に居住する学生に市の特産品(米・レトルト食品等)を詰め合わせにした、生活支援応援便を送付する。 
 

【決算内訳】 

・特産品詰合せ 本州 6,280 円×392 個 本州以外 6,880 円×8 個 

（梱包等委託業務、送料込み） 

 
 

■成果 

外出自粛により、アルバイトなどの制限がある中で、ふるさと駒ヶ根市の特産物を送付し、多くの

御礼の文書があった。 

■事業期間 令和 2 年 7 月～令和 2 年 10 月 

■担当部署 総務部 総務課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№28 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

ふるさとの家運営支援事業 

予算額 

決算額 

2,700,000 円 

368,500 円 

■目的 

ふるさとの家をリモートオフィスとして利用できるように環境を整備すると同時に、衛生環境も整備して宿泊客を呼び込む対策を実施する。 

■実施状況 

ふるさとの家に「リモートオフィス」に対応した環境を整備（通信環境整備等） 
 

【決算内訳】 

・Wi-Fi 環境整備 369 千円 
 

■成果 

ふるさとの家をリモートオフィスとして活用できるように Wi-Fi 環境の整備ができた。 

■事業期間 令和 3 年 2 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 農林課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号他） 

 

№29 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

地域生活交通事業者支援金 

予算額 

決算額 

8,700,000 円 

8,100,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言の発令及び外出自粛要請の影響により急激に売上げが減少し、かつ、長野県・市町村連携新型コロナウイ

ルス拡大防止協力金・支援金の対象とならない、バス事業者・タクシー事業者・運転代行業者の雇用維持・経営基盤安定を支援することにより地域の生活交

通を守る。 

■実施状況 

「駒ヶ根市地域生活交通事業者支援金交付要綱」に基づく申請により、次のとおり交付 
 

【決算内訳】 

①市内に本社又は営業所がある路線バス運行事業者…市内の営業車両台数 10 台以上 150 万円×1 社、10 台未満 90 万円×1 社 

②市内に本社がある貸切バス事業者…市内の営業車両台数 10 台未満 90 万円×1 社 

③市内に本社があるタクシー事業者 …営業車両台数 10 台以上 150 万円×２社 

④市内に本社がある運転代行業者…一律 60 万円×3 社 
 

■成果 

申請に基づき、対象者に対して速やかに支援金を交付することで、バス事業者・タクシー事業

者・運転代行業者の雇用維持・経営基盤安定支援を通じて、地域の生活交通を守ることが

できた。 

■事業期間 令和 2 年 8 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号他） 

 

№30 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

小中学校網戸設置・手洗場増設事業 

予算額 

決算額 

24,221,000 円 

23,746,800 円 

■目的 

新型コロナウイルスの感染予防対策として、①定期的な教室の換気に際し、ハチ等の侵入を防ぐため危険防止対策として網戸を設置する。②手洗・うがいの徹

底のため学校内に手洗場を増設する。 

■実施状況 

①網戸の設置…赤穂小・赤穂東小・中沢小・東伊那小・赤穂中の普通教室・特別教室・廊下等 

②手洗場の増設…赤穂小の南校舎 3・4 階 階段踊り場に各 5 口×2 箇所、赤穂中の北校舎渡り廊下に 20 口、3・4 階の階段踊り場に各 5 口×2 箇所 
 

【決算内訳】 

・網戸設置：小学校（847 カ所）14,218,600 円、中学校（316 カ所）3,113,000 円 

・手洗場増設：小学校（10 口）2,310,000 円、中学校（30 口）4,105,200 円 
 

■成果 

網戸の設置により虫の侵入を防ぐことができ教室や体育館の換気が今まで以上にできるように

なった。また手洗場の増設により手洗いうがいがより徹底され、新型コロナウイルスの感染予防

がよりできた。 

■事業期間 令和 2 年 5 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№31 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

小中学校感染症対策強化に係る学校内消毒作業補助 

予算額 

決算額 

2,103,000 円 

692,300 円 

■目的 

学校再開後、消毒に係る時間が増大し、教職員の負担が増えているため、学校支援ボランティアに消毒の一部を担っていただき、負担軽減を図っていく。 

■実施状況 

市内 5 小学校・2 中学校の、教室以外の部分（階段の手すり、廊下の必要箇所、廊下等の水道など）をボランティアが消毒作業（作業時間は１人当たり１時

間で、１日３人以内） 
 

【決算内訳】 

・700 円×989 時間 692,300 円 
 

■成果 

毎日の消毒作業等をボランティアに依頼することで教職員の負担軽減が図られたとともに、安

心安全な学校環境を保つことができた。 

■事業期間 令和 2 年 9 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№32 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

中央アルプス魅力体感事業 

予算額 

決算額 

2,300,000 円 

1,978,582 円 

■目的 

新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、市内中学生の恒例行事である集団登山が中止となったことから、中央アルプスをはじめとする地域資源に触れてもら

う機会を創出する。 

■実施状況 

市内中学 2 年生及び引率者（約 330 名）に対して、駒ヶ岳ロープウェイ～千畳敷トレッキング（地元ガイド同行）を実施 
 

【決算内訳】 

・貸切バス代 471,900 円 ・路線バス・ロープウェイ代 1,095,840 円 

・保険料 103,342 円   ・山岳ガイド代 285,000 円 

・報償費 22,500 円 
 

■成果 

市内中学生の中央アルプスに親しむ機会ができた。また、地元山岳ガイドの雇用確保や観光

事業者の支援となった。 

■事業期間 令和 2 年 9 月～令和 2 年 9 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６号） 

 

№33 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

通いの場 コロナ対策補助金 

予算額 

決算額 

1,200,000 円 

1,200,000 円 

■目的 

通いの場の再開に当たり、衛生用品の購入費用を支援する。また再開に向けた関係者のモチベーションアップと「通いの場」の更なる活性化を図る。 

■実施状況 

16 区の支え合い推進会議に、衛生用品購入のための補助金を交付し、通いの場の感染対策を実施 
 

【決算内訳】 

補助金総額 1,200 千円の内、500 千円を均等割、700 千円を参加者人数割とした 
 

■成果 

衛生用品の購入を補助したことにより、安心して通いの場を再開できた。 

■事業期間 令和 2 年 7 月～令和 2 年 7 月 

■担当部署 民生部 地域保健課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第６/９/11 号） 

 

№34 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業 

予算額 

決算額 

41,900,000 円 

34,701,626 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てに対する負担の増加や収入の減少など特に大きな困難が心身等に生じている低所得のひとり親世帯を支援する

ため、臨時特別給付金を支給する。 

■実施状況 

◎①令和 2 年 6 月分児童扶養手当（児扶）受給者、②公的年金等受給者で令和 2 年 6 月分児扶全額停止者、③家計急変者（児扶受給者と同水準

の者）に対しては、１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円を基本給付。 

◎上記①、②の該当者で家計が急変した者に対しては、１世帯５万円を追加給付  
 

【決算内訳】 

令和 2 年度 6 月児童扶養手当受給者   延べ 378 件 24,240 千円 

公的年金等受給による児扶全額停止者 延べ 32 件  2,080 千円 

家計急変者             延べ 38 件  2,200 千円 

追加給付                 105 件  5,250 千円 

事務費                      932 千円 
 

■成果 

コロナ禍で生活が困窮したひとり親家庭を経済的に下支えした 

■事業期間 令和 2 年 7 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 民生部 福祉課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第７号） 

 

№35 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

６次産業化特別推進事業補助金 

予算額 

決算額 

1,200,000 円 

800,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により、ホテルや農産物直売所等の休業による売上の減少、観光客の激減、対面・試食販売が出来なくなった事により、新たに

販路開拓、販売促進のために行うホームページ作成、ホームページ改修費用について補助を強化する。 

■実施状況 

新型コロナウイルス感染症の影響により、ソバや柿などの農産物の６次産業化を行う市内事業者が、販路開拓、販売促進事業に係るホームページ作成、ホームペ

ージ改修費用の補助について、本年度に限り、対象経費に相当する額とし、100 万円を限度とする。（現行制度 対象経費の総額の４／５以内、限度 50 万

円） 
 

【決算内訳】 

・６次産業化特別推進事業補助金 800 千円 
 

■成果 

ソバの６次産業化に取組んでいる事業者が、販路開拓、販売促進のために行うホームページ

の開設にあたり、他の６次産業化商品も併せて取扱うことで相乗的に売上を伸ばすことができ

た。 

■事業期間 令和 2 年 10 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 農林課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第７号） 

 

№36 【地域経済活性化及び需要喚起】 

プレミアム付商品券発行事業（第３弾） 

予算額 

決算額 

100,000,000 円 

99,047,266 円 

■目的 

新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受けている事業者に対して、個人消費の喚起及び地元消費の拡大を図ることで支援する。 

■実施状況 

高校生を除く 18 歳以上の市内在住者に対して、駒ヶ根商工会議所の会員および市内に本社がある市内の全事業者のうち応募のあった事業者（新型コロナ対

策推進宣言が条件）の全般で使える、1 セット 15,000 円（1,000 円券×15 枚綴）のデジタル及び紙の商品券を、10,000 円（プレミアム率 50％）で販売

する。事業主体は市及び駒ヶ根商工会議所、販売数は 18,000 セット、1 人 3 セット（45,000 円分）まで購入可能。【発行規模 270,000 千円】 
 

【決算内訳】 

・プレミアム分 8,951 万円 

・事務費 954 万円（内、印刷製本費 85 万円、広告宣伝費 12 万円、手数料 379 万円、委託料 458 万円） 
 

■成果 

285 店舗の事業者が参加。その内 97％の店舗で利用があり、3 億円以上の経済効果があっ

た。感染症対策などにより新たにデジタル券を導入したことで、若い世代を取り込むことができ

た。また、8 割の事業者が「効果あり」と回答し、6 割が「新たな客層の来店に繋がった」と回答

した。 

■事業期間 令和 2 年 9 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第７号） 

 

№37 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

新生活様式対応衛生環境改善支援事業 

予算額 

決算額 

45,000,000 円 

32,918,880 円 

■目的 

市内の中小企業で、事業の継続にあたり積極的に感染症対策に取り組む事業者に対して、整備に係る費用の一部を補助するとともに、事業者の感染症対策

を推進する。 

■実施状況 

「新型コロナ対策推進宣言」に取り組む市内の中小企業者等が、感染症予防及び拡大防止のために 4 月 1 日以降に事業所内に整備する備品・消耗品に係る

経費の２／３以内（限度額 30 万円）を補助 

◎消毒設備の購入（除菌剤の噴霧装置、オゾン発生装置、紫外線照射機等） ◎飛沫対策費（アクリル板、防護スクリーン等の購入費・施工費）  ◎換

気設備費（換気扇、空気清浄機等の購入費・施工費）  ◎衛生管理費（サーモカメラ、非接触型体温計、セルフレジ、自動ドア等の購入費・施工費） 
 

【決算内訳】 

・補助対象経費 5628 万円（平均 271,897 円/社） ・交付決定額  3292 万円（平均 159,028 円/社）      

・交付事業者  207 社（その他２社不交付決定） 
 

■成果 

・市内 207 事業者の新型コロナウイルス感染症対策の環境整備が進んだ。特に、感染リスク

が高いとされている、飲食店、卸小売業で利用された。 

・原則として市内事業者からの購入を条件としたことから、事業者支援にも繋がった。 

・購入品目（計 346 品） ①空気清浄機 24%、②パーテーション（アクリル板等）18%、

③エアコン 14% 

・事業者業種 ①飲食 33%、②卸小売 16%、③医療・福祉 11% 

■事業期間 令和 2 年 10 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第７号） 

 

№38 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

感染症対策のためのマスク等購入支援事業 

予算額 

決算額 

911,000 円 

910,559 円 

■目的 

市内 5 小学校・2 中学校の集団感染のリスクを避け、児童生徒が安心して学ぶ体制整備を促進する。 

■実施状況 

感染症対策を徹底し、児童生徒の学びを保証するために保健衛生用品等（マスク、消毒液、非接触体温計、手袋、除菌シート等）の整備をするための経費 
 

【決算内訳】 

・補助事業に要した経費 910,559 円（学校保健特別対策事業費補助金 445,000 円） 
 

■成果 

新型コロナウイルス感染予防対策のための消耗品を確保することができた。 

■事業期間 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第７号） 

 

№39 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

市立図書館新型コロナウイルス感染予防対策事業 

予算額 

決算額 

1,000,000 円 

847,000 円 

■目的 

図書館利用者に安心して図書を利用いただける環境を整えるため、図書館本館に図書消毒機を導入する。 

■実施状況 

市立図書館へ紫外線等により図書の表紙、内部の殺菌・消臭・清掃が可能な図書消毒機を導入する。 
 

【決算内訳】 

図書除菌機 1 台 847,000 円 
 

■成果 

図書館入口近くに、利用者自らが操作できるように設置した。図書を安心して利用できる環境

の整備ができた。 

■事業期間 令和 2 年 10 月～令和 2 年 12 月 

■担当部署 教育委員会 社会教育課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第７号） 

 

№40 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

新生活様式を取り入れたビジネスモデル構築支援 

予算額 

決算額 

2,400,000 円 

2,400,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、新しい生活様式を取り入れたビジネスモデルの構築と、竜東振興の活性化などを支援する。 

■実施状況 

菜々ちゃんレストラン 

竜東振興に資する活性化モデル構築支援 200 万円 

４月～６月休業要請への協力金 40 万円 
 

【決算内訳】 

指定管理料（10 月～3 月分）240 万円 
 

■成果 

これまで指定管理料は 0 円であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、新しい生活

様式を取り入れた営業形態の構築、竜東振興の活性化、事業の継続のための支援ができ

た。 

■事業期間 令和 2 年 10 月～令和 3 年 1 月 

■担当部署 産業部 農林課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第８号） 

 

№41 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

新生児応援金給付事業（特別定額給付金対象外乳児に対する支援） 

予算額 

決算額 

25,000,000 円 

18,000,000 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症の発生に伴う影響に鑑み、市民の出産後の経済的な支援及び子どもの健やかな成長の応援をするため、国の特別定額給付金（一

人 10 万円）の対象外となった新生児を対象に 10 万円を支給する。 

■実施状況 

国の特別定額給付金（一人 10 万円）の対象外となった令和 2 年 4 月 28 日から令和 3 年 4 月 1 日までに出生し、申請時において市の住民基本台帳に記

録されている新生児を対象に新生児応援金として 10 万円を支給。 
 

【決算内訳】 

・180 人×10 万円 
 

■成果 

コロナ禍の中での新生児の子育てに役立った。 

■事業期間 令和 2 年 11 月～令和 3 年 4 月 

■担当部署 総務部 総務課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第８号他） 

 

№42 【新しい生活様式のための対策】 

公共施設等の情報環境整備事業（避難所の情報環境整備） 

予算額 

決算額 

13,770,000 円 

13,675,900 円 

■目的 

市内公共施設・避難所施設を中心に、 ICT インフラの中でも災害に強く、地域活性化のツールとしても有効な公衆無線 LAN（Wi-Fi）に接続できる環境を

整備し、防災、市民生活、観光面などで、効果的に情報を受発信できる機会を創出するとともに三密回避に対応する。 

■実施状況 

市内公共施設等で市民利用が見込まれる施設及び避難所施設を優先的に、公衆無線 LAN（Wi-Fi）を整備 
 

【決算内訳】 

・ルーター（設定費込み） 6,801,850 円(本庁、総合文化センター) 

・工事費等 1,884,040 円(本庁、両支所、シルクミュージアム、赤穂公民館など) 

・情報機器費 3,395,010 円(本庁、シルクミュージアム) 

・ホストサーバー増設工事 1,595,000 円(本庁) 
 

■成果 

公衆無線 LAN（Wi－Fi)の整備により、WEB 会議の開催など三密の回避につながった。 

■事業期間 令和 2 年 12 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 総務部 危機管理課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№43 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

修学旅行キャンセル料等に対する支援 

予算額 

決算額 

11,955,000 円 

1,414,710 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、学校が予定していた修学旅行等（臨海学習や社会見学を含む）を中止することなどで発生したキャンセル

料等について、本来保護者が負担することとなる経費を補助することにより、保護者の経済的な負担軽減を図る。 

■実施状況 

市内小中学校が予定していた修学旅行等が中止になり発生したキャンセル料相当額を、保護者に対して補助 
 

【決算内訳】 

・中３修学旅行(295 人) 1,414,710 円 
 

■成果 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、中止となった修学旅行等のキャンセル料を補助すること

により、保護者負担を軽減した。 

■事業期間 令和 3 年 1 月～令和 3 年 2 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№44 【新しい生活様式のための対策】 

ICT の活用による地域包括ケア情報共有システムの構築 

予算額 

決算額 

14,986,000 円 

11,298,144 円 

■目的 

成人や高齢者を担当する庁内関係部署間で統一したシステムを使うことで、各々の相談記録を一元化し、離れた場所でも共有できる体制をつくる。コロナ禍で

対面で会うことが限定される介護事業者等と行政との情報のやり取りを情報共有システムを使って可能にする。 

■実施状況 

成人や高齢者を担当する庁内関係部署間に、住基情報や介護保険情報と連携した地域包括支援センターシステムを導入する。 

市と市内の居宅介護支援事業者等で情報共有するシステムを、事務局となる市の担当課に導入する。 
 

【決算内訳】 

・システムライセンス 726 千円 

・システム導入、システム機能追加、サーバ構築 10,208 千円  

・Web 会議用備品（モニター・カメラ・スピーカーフォン等）365 千円 
 

■成果 

庁内 2 課（地域保健課・福祉課）5 係で共通のシステムを用いることで、相談記録等を一

元的に管理し、共有する体制ができた。 

市内の居宅介護支援事業者等と共有する情報共有システムを市の担当課（事務局）に導

入した。 

保健センター、こまがね健康ステーション事務局等に Web 会議備品を設置した。 

■事業期間 令和 2 年 12 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 民生部 地域保健課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№45 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

新型コロナウイルス感染症傷病見舞金支給事業 

予算額 

決算額 

350,000 円 

0 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染症に感染した国民健康保険及び後期高齢者医療保険の個人事業主に対して傷病見舞金を支給し、仕事を休みやすい環境を整備す

ることで更なる感染拡大の防止を図る。 

■実施状況 

国民健康保険及び後期高齢者医療保険の個人事業主の方が新型コロナウイルス感染症に感染した場合、傷病見舞金を１人当たり一律 7 万円支給。 
 

【決算内訳】 

・対象者なし 
 

■成果 ■事業期間 令和 2 年 11 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 民生部 市民課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№46 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

高速バス感染防止対策事業負担金 

予算額 

決算額 

3,053,000 円 

3,053,000 円 

■目的 

コロナ禍の中、高速乗合バス運行事業者が行う車両の感染防止対策事業に対し、その経費を補助することで、運行路線を守り地域住民及び県外者等の交通

手段の維持・確保を目的とする。上伊那地域各市町村が連携し、上伊那広域連合の事業として支援する。 

■実施状況 

上伊那管内発着の高速乗合バス運行に使用する車両に対し、事業者が行う感染防止対策（座席仕切り板、空間清浄機、ゴーグル、フェイスシールドなどの設

置・購入）などを広域（上伊那広域連合）で支援 
 

【決算内訳】 

・1,000 千円×18 台（うち、駒ヶ根市負担分 3,053 千円） 
 

■成果 

高速乗合バス運行事業者が行う車両の感染防止対策経費を支援し、運行路線を守り地域

住民及び県外者等の交通手段を守ることができた。 

■事業期間 令和 3 年 3 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 総務部 企画振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№47 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

小規模宿泊施設等特別支援金 

予算額 

決算額 

4,800,000 円 

4,800,000 円 

■目的 

新型コロナウィルス感染症に伴う宿泊客の減少に対する支援として、GOTO トラベル等の支援策が実施されているが、効果が限定的であることから、市内の小規

模宿泊施設等への支援を行う。 

■実施状況 

補助要綱に該当する（次の条件を満たす）市内小規模宿泊施設等へ支援金を給付（定額 30 万円） 

＜条件＞◎コロナウィルス感染症対策を講じていること  ◎事業収入の前年対比が減少している場合  ◎部屋数が 100 室未満の宿泊施設 
 

【決算内訳】 

・16 施設×30 万円 
 

■成果 

宿泊客の減少に対する経営維持のため、市内の小規模宿泊施設等への支援となった。 

■事業期間 令和 3 年 1 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№48 【新しい生活様式のための対策】 

ＧoＴo こまがねウエディング支援金 

予算額 

決算額 

1,000,000 円 

600,000 円 

■目的 

コロナ禍で結婚式や披露宴等が激減している市内のブライダル業界を応援するため、駒ヶ根高原「幸せの森」ブライダル協会等が企画する新たな生活様式に対

応した挙式・披露宴等を行うカップルに対し、披露宴等の経費の一部を支援することで、結果としてブライダルに関わる様々な業種の皆さんを支援するとともに、安

全安心な新しいブライダルモデルを提案する。 

■実施状況 

駒ヶ根高原「幸せの森」ブライダル協会等が新たな生活様式に対応した新しいブライダルモデルを提案し、市内で挙式・披露宴等を行うカップルに対し、披露宴等の

経費の２分の１(上限 20 万円)を補助。 
 

【決算内訳】 

・3 組×20 万円 
 

■成果 

新型コロナウィルス感染症対策及び新たな生活様式に対応した企画によるブライダルを挙げる

ことができた。 

■事業期間 令和 3 年 1 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№49 【新しい生活様式のための対策】 

観光施設改修事業 

予算額 

決算額 

9,000,000 円 

8,613,000 円 

■目的 

観光施設の管理運営にあたっては、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、新しい生活様式を取り入れた対応が必要となっており、必要箇所の改修を実

施する。 

■実施状況 

A)駒ヶ根キャンプセンター管理棟空調設備整備、B)森と水のアウトドア体験広場トイレ改修（洋式化）、C)駒ヶ根高原ユースホステルトイレ改修（自動水栓、

洋式化） 
 

【決算内訳】 

A)4,939,000 円、B)924,000 円、C)2,750,000 円 
 

■成果 

3 施設の新型コロナウイルス感染症対策の環境整備が進んだ。 

■事業期間 令和 2 年 12 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第 4 号、第 6 号からの流用対応分） 

 

№50 【事業者の事業継続及び雇用維持のための対策】 

飲食事業者等事業継続支援金 

予算額 

決算額 

40,000,000 円 

36,600,000 円 

■目的 

市民の外出自粛に伴い、年末年始の売り上げが前年同月対比 20％以上減少した飲食店や関連事業者の事業継続と雇用を守るため、支援金を給付する。 

■実施状況 

飲食業者、飲食品小売業者、卸売業者 20 万円 
 

【決算内訳】 

・飲食店 156 店×20 万円 

・飲食料品小売業・卸売業 27 店×20 万円 
 

■成果 

183 事業所の事業継続のための支援となった。 

■事業期間 令和 3 年 1 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 産業部 商工振興課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第 14 号） 

 

№51 【市民の生活維持及び下支えのための対策】 

子ども交流センター入退室システム導入事業 

予算額 

決算額 

850,000 円 

837,210 円 

■目的 

新型コロナウイルス感染拡大により、子ども交流センター（放課後児童クラブ）職員の増加した業務負担の軽減を図るとともに、児童の入退室および職員の勤

怠管理を行い事業の効率化を目指す。 

■実施状況 

施設の ICT 化（専用端末、入退室システム）により、児童等の入所・降所の管理を容易にし、新型コロナウイルスの感染対策において業務量が増加した職員の

事務作業を軽減することで、見守りや、児童とより向き合う時間を確保する。 
 

【決算内訳】 

・タブレット端末３台 593,010 円 

・入退室システム   244,200 円 
 

■成果 

児童の入退室がスムーズになるとともに、職員の業務負担の軽減及び児童の見守りの時間を

効果的に利用できるようになった。 

■事業期間 令和 3 年 3 月～令和 3 年 3 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第９号） 

 

№52 【新しい生活様式のための対策】 

駒ヶ根ファームス改修事業 

予算額 

決算額 

15,500,000 円 

17,710,000 円 

■目的 

１階の土産店舗、２階のレストランにおいて、混雑時に密となっているため、新しい生活様式に対応した店舗運営を行う。 

■実施状況 

１階店舗面積の拡張・出入口の改修など、２階テラス席の増設 
 

【決算内訳】 

施設改修工事：17,710,000 円 
 

■成果 

施設における新型コロナウイルス感染症対策の環境整備が進んだ。 

■事業期間 令和 2 年 11 月～令和 3 年 4 月 

■担当部署 産業部 観光推進課 



駒ヶ根市新型コロナウイルス緊急経済対策事業 実施状況・成果説明資料 

令和２年度 駒ヶ根市一般会計補正予算（第 14 号） 

 

№53 【新しい生活様式のための対策】 

市役所本庁舎及び支所の空調設備整備事業 

予算額 

決算額 

10,400,000 円 

9,893,400 円 

■目的 

災害時の対策本部及び選挙事務等の会場並びに、支所の図書室として使用される施設における新型コロナウイルスの感染リスク低減を図るため、換気機能を

備えた空調設備の整備を行う。 

■実施状況 

空調設備の整備 

A）市役所本庁舎２階大会議室 B）中沢支所図書室 C）東伊那支所図書室 
 

【決算内訳】 

A)委託料（設計、監理）789,800 円 工事費 6,545,000 円、B)工事費 1,293,600 円、C)工事費 1,265,000 円 
 

■成果 

空調整備を行ったことにより、安心して利用できる環境が整った。 

■事業期間 令和 3 年 3 月～令和 3 年 12 月 

■担当部署 総務部 総務課 
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№54 【新しい生活様式のための対策】 

小中学校空調設備整備事業 

予算額 

決算額 

31,500,000 円 

38,324,000 円 

■目的 

小中学校の各室内での換気もしくは除菌等の機能がある空調設備を設置することで、学校内における新型コロナウイルスの感染リスクの低減を図る。 

■実施状況 

空調設備の整備 

A）中間教室 B）赤穂中事務室等 C）赤穂東小・中沢小事務室等 D）赤穂小・赤穂南小事務室等 E）東伊那小・東中事務室等 
 

【決算内訳】 

実施設計 770,000 円 

A）1,045,000 円、B）8,184,000 円、C）10,318,000 円、D）9,757,000 円、E）8,250,000 円 
 

■成果 

空調整備を行ったことにより、安心して利用できる環境が整った。 

■事業期間 令和 3 年 3 月～令和 3 年 7 月 

■担当部署 教育委員会 子ども課 

 


